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３件
３件

３　目で見る火災統計

出火原因の上位は年間４４件の火災が発生

　　電灯・電話等の配線

６件
５件
４件

　　建物火災は２７件（６１％）
　　うち住宅火災は１３件（４８％）

　　こんろ
　　たき火

　　ストーブ
　　放火

 ６５歳以上の方は火の取り扱いに注意！！
　火を使っている時はその場を離れない
　離れる時は火を消す

１億１千３９２万４千円の財産が灰に
　火災１件につき２５８万９千円

１９世帯４４人焼け出される      死者１人　負傷者３人

-６-
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##

2012-酒田市

2012-八幡町

2012-松山町

2012-平田町

2012-立川町

2012-余目町

2012-遊佐町

0 0 27,98026,428 1,546 0 61 7 0 00 2 1 01 0 305 20 3 2 03 0 1 0庄内町

立川 0 0 0

余目

0 11 20,50320,129 363 0 01 4 0 00 1 0 01 2 1,140 0

0 27,9802 1 0 1

5 0 0 0 1 5 2 0

1,546 0 6 07 0 0 26,4280 305 2 0

0 00 00 0 0

3 0 1 0 0 3 2

0 00 00 0 0 00 0 0 00 0 0 00

0 0 9 24,2360 22,438 1,789 00 0 6 00 0 1 11 0 0 407

0 30 01 5 1,582

2 0 0 0 0 2 1

1,230 3490 00 2 1 02 2 138 2

3 151 0 0 1

1 0 0 0 0 5 1 0

5 0 0 02 0 0 70 0 2 01 0 0 0 1 1 0 0 1
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遊佐町

酒田市 34 19

市町別

計

焼 損 棟 数火 災 種 別区分

そ

の

他

４ 市町別火災状況

焼損床面積

部

分

焼

死傷者

死

者

建物（㎡）

1,196 255 0 16 34 3 65,441

酒田

八幡

0 104 1,5001 1 1

松山

平田

9 331

1

15



1
1

建物
27

61%

６　火災種別出火件数

５　市町別火災件数の推移

酒田市酒田 酒田市八幡 酒田市松山 酒田市平田 庄内町立川 庄内町余目 遊佐町 

平成２０年 21 3 3 4 1 7 9

平成２１年 30 3 3 3 1 4 7

平成２２年 23 5 0 2 0 7 6

平成２３年 25 0 1 0 0 5 5

平成２４年 29 2 1 2 0 4 6

0

5

10

15

20

25

30

35
(件） 

  建物火災 ２７件 

         ６１％ 
  うち住宅火災 １３件 
           ４８％ 

 船舶火災  １件 
          ２％ 

 その他火災 １３件 
                 ３０％ 

 林野火災  １件 
         ２％ 

 車両火災  ２件 
          ５％ 

-８-



 ７　四季別火災件数

８　月別火災件数

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

建物 2 5 2 1 0 3 3 4 4 2 0 1

建物以外 1 0 2 4 2 2 0 2 2 1 0 1

0

1

2

3

4

5

6

(件） 

 春 ３～５月 
  １１件 ２５％ 

 夏 ６～８月 
  １４件 ３２％ 

 秋 ９～１１月 
    ９件 ２０％ 

 冬 １・２月・１２月 

       １０件 ２３％ 

-９-



１１９番
33
75%

１０　覚知方法別火災件数

９　曜日別火災件数

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

件数 5 9 6 3 6 7 8

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
（件） 

 １１９番 ３３件 

       ７５％ 
 内訳 加入電話 １６件 
     携帯電話 １７件 

 一般加入電話  ３件 
             ７％ 

 事後聞知  ６件 
        １４％ 

  その他  １件 
         ２％ 

 警察電話  １件 
         ２％ 
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利用上の参考事項 

 

１ 火災の定義 

  「火災」とは、人の意図に反して発生し若しくは拡大し、又は放火により発生して

消火の必要がある燃焼現象であって、これを消火するために消火施設又はこれと同程

度の効果のあるものの利用を必要とするもの、又は人の意図に反して発生し若しくは

拡大した爆発現象をいいます。 

２ 火災の種類 

  火災は次の６種類に分類します。ただし、火災が２種類以上にわたった場合は、原

則として焼き損害の大きなものの種別によります。 

 ⑴ 建物火災 

   建物又はその収容物が焼損した火災をいいます。 

⑵ 林野火災 

  森林、原野又は牧野が焼損した火災をいいます。 

⑶ 車両火災 

  原動機によって運行することができる車両、鉄道車両及び被けん引車又はこれら

の積載物が焼損した火災をいいます。 

⑷ 船舶火災 

  船舶又はその積載物が焼損した火災をいいます。 

⑸ 航空機火災 

  航空機又はその積載物が焼損した火災をいいます。 

⑹ その他の火災 

  ⑴から⑸までに掲げる火災以外の火災（空地、田畑、道路、河川敷、屋外物品集

積場、電柱などの火災）をいいます。 

３ 火災損害 

  「火災損害」とは、火災によって受けた直接的な損害をいい、「焼き損害」、「消火

損害」、「爆発損害」、「人的損害（火災による死者及び負傷者）」に区分します。 

  「焼き損害」とは、火災によって焼けた物及び熱によって破損した物等の損害をい

い、「消火損害」とは、消火活動によって受けた水損、破損、汚損等の損害をいい、

「爆発損害」とは、爆発現象の破壊作用により受けた「焼き損害」、「消火損害」以外

の損害をいい、消火のために要した経費、焼け跡整理費、火災のための休業による損

失等の間接的な損害は除かれます。 

  損害額は、り災時における時価により算定することとし、「人的損害」はこれに含

めません。 
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４ 焼損の程度 

  焼損程度の区分の基準は次のとおりです。 

 ⑴ 全焼 

   建物の焼き損害額が火災前の建物評価額の７０％以上のもの、又はこれ未満であ

っても残っている部分に補修を加えても再使用できないものをいいます。 

⑵ 半焼 

  建物の焼き損害額が火災前の建物評価額の２０％以上のもので、全焼に該当しな

いものをいいます。 

⑶ 部分焼 

  建物の焼き損害額が火災前の建物評価額の２０％未満のもので、ぼやに該当しな

いものをいいます。 

⑷ ぼや 

   建物の焼き損害額が火災前の建物評価額の１０％未満であり焼損床面積が１㎡

未満のもの、建物の焼き損害額が火災前の建物評価額の１０％未満であり焼損表面

積が１㎡未満のもの、又は収容物のみ焼損したものをいいます。 

５ り災世帯 

  り災世帯については、り災の程度により次のとおり区分しています。 

 ⑴ 全損 

   建物（収容物を含む。以下この項において同じ。）の火災損害額が、り災前の建

物の評価額の７０％以上のものをいいます。 

⑵ 半損 

  建物火災損害額がり災前の建物評価額の２０％以上で、全損に該当しないものを

いいます。 

⑶ 小損 

  建物火災損害額がり災前の建物評価額の２０％未満のものをいいます。 

６ 死者・負傷者 

  「死者」又は「負傷者」とは、火災現場において火災に直接起因して死亡（病死者

は除く。）した者、又は負傷した者をいいます。この場合、消防署員と消防団員は火

災を覚知した時から現場を引き揚げる時までの間に死亡した者、又は負傷した者をそ

れぞれ死者又は負傷者とします。また、火災により負傷した後、４８時間以内に死亡

した者は火災による死者とします。 
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備えよう 

住宅用 

火災警報器 




